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†1 現在，移動機開発部 ＊1 CiRCUS：ドコモのコアネットワークと
インターネットを中継する役割をもち，
iモードメール，iモードメニュー，一般
のインターネットへのアクセスなどを提
供している装置．

1. まえがき
これまでドコモは iモードで生

活・行動を支援する独自サービスを

展開し，ユーザのライフスタイルを

豊かにしてきた．spモードにおいて

も多くのサービスを展開すること

で，1人ひとりのスマートライフの

実現をめざしている［1］．その第1

歩となるのがiモードで提供してい

るiコンシェル／ケータイデータお

預かりサービスの移行であり，近年

の著しいスマートフォンの普及に対

応するためにも早急なサービス移行

が求められている．しかし，iモード

とspモードでは端末仕様に加え，シ

ステム構成や提供コンテンツも異な

るため，iモードのサービスをその

ままspモードで提供するには技術

的な課題があった．そこで，既存の

仕組みやプロトコル，データフォー

マットを流用し，早期に低コストで

のサービス提供を実現しつつ，デー

タの引継／変換方式を新たに開発す

ることでシームレスなサービス移行

を実現した．また，より大容量なコ

ンテンツの処理方式，各アプリ間で

の連携やスマートフォンの特性を考

慮したユーザインタフェース（UI）

を開発することでスマートフォンな

らではの機能性の向上を実現した．

本稿では，iコンシェル／ケータイ

データお預かりサービスのspモード

移行の概要についてサーバ／アプリ

の各観点から解説する．

2．サーバ機器の拡張
iモードではCiRCUS（treasure

Casket of i-mode service, high Reli-

ability platform for CUStomer）＊1に

てiコンシェル／ケータイデータお

預かりサービスを提供している．

spモードでは，CiRCUSの既存機能

を活用しつつ，新規にsp-modeゲー

トウェイ（GW）を構築し，MAPS

（Multi-Access Platform System）＊2

との連携を行うことでサービス移

行を実現した．サービス提供イメー

スマートフォン サービス展開 機能拡張
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現在，国内携帯電話市場ではフィーチャーフォンから

スマートフォンへの移行が進んでおり，ドコモとしては

spモードにてスマートフォン向けサービスラインアップ

を充実させる必要がある．すでにiチャネル，メロディコ

ールなどはspモードでの提供を開始しており，今回新た

にiコンシェル／ケータイデータお預かりサービスの提供

を開始した．iモードの既存機能を踏襲しつつ，スマート

フォン向けの新たな機能拡張を行うことにより，早期の

サービス移行を実現させ，スマートフォン市場において

もドコモならではのサービス展開を行う足がかりとする

ことができた．
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現在、国内携帯電話市場ではフィーチャーフォンからスマートフォンへの移行が進んでおり、ドコモとしてはspモードにてスマートフォン向けサービスラインアップを充実させる必要がある。すでにiチャネル、メロディコールなどはspモードでの提供を開始しており、今回新たにiコンシェル／ケータイデータお預かりサービスの提供を開始した。iモードの既存機能を踏襲しつつ、スマートフォン向けの新たな機能拡張を行うことにより、早期のサービス移行を実現させ、スマートフォン市場においてもドコモならではのサービス展開を行う足がかりとすることができた。



ジを図1に示す．

2.1 iコンシェルサービス
iコンシェルではユーザの生活を

サポートするサービスとして「お知

らせ機能（以下，インフォメーショ

ン）」や「iスケジュール／トルカ＊3

自動更新機能」を提供している．

�インフォメーション

インフォメーションには鉄道運行

情報や地域イベント情報などさまざ

まな種類があり，ユーザのライフス

タイルに合った情報を通知するた

め，プロフィール情報や受信するイ

ンフォメーションの設定をユーザ自

身がカスタマイズすることができ

る．iモードとspモードにおいて上

記の設定情報をCiRCUSにて一括管

理することで，iモードとspモード

間の契約変更サービスオーダ（以

下，SO）契機での設定値の引継ぎ

を可能とした．これにより，ユーザ

による再設定の手間を削減し，移行

当初からユーザごとにパーソナライ

ズされたインフォメーションの配信

を可能とした．加えて，CiRCUSの

インフォメーション配信機能を用い

ることで，iモードと同等の種類の

インフォメーションをspモードに

おいても提供可能とするとともに，

配信時に契約情報を参照し，フィー

チャーフォン（iモード端末）向け

とスマートフォン向けにインフォメ

ーションの内容を出し分ける機能拡

張を行った．

さらに，iコンシェルでは「おた

めしサービス」として30日間無料

でインフォメーション配信を提供し

ているが，一度利用すると，再度利

用することはできなかった．そこ

で，iモードでおためしサービスを

利用していた場合でもspモードで

おためしサービスの利用を可能と

し，サービスの訴求力を向上させ

た．

また，インフォメーションには

有料配信と無料配信があるが，sp

モードで無料配信を行うには課題が

あった．iモードではインフォメー

ション取得時のHTTP＊4レスポンス

にて課金種別を指定することで無料
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＊2 MAPS：FOMAや「Xi」（クロッシィ）な
どのさまざまなアクセス回線から，イン
ターネット接続や企業システム接続を提
供するプラットフォーム．

＊3 トルカ：レストランカードやクーポン券
など，これまでは店頭で紙媒体として配

布されていたカードなどをケータイに取
り込むことができるサービス．

＊4 HTTP：WebブラウザとWebサーバの間
で，HTML（HyperText Markup Lan-
guage）などのコンテンツの送受信に用
いられる通信プロトコル．
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契約情報DB

SyncML DB
iスケジュール 
トルカ 
電話帳 

お預かり 
センター 

iモード対応端末 

スマートフォン端末 

コアネット 
ワーク 

APN

APN

・設定情報引継 
・おためしサービス 
　利用状況管理 

iコンシェルサーバ 

iモード端末向けインフォメーション 
スマートフォン端末向けインフォメーション 

お預かりサーバ 

お預かりデータ 
引継／変換 

契約情報／設定情報 
参照 

契約情報／設定情報 
参照 

CiRCUS

メッセージ配信 

データ更新 
CP

取得先URL通知 

MAPSsp-mode  GW

SMS-GW

iモード端末向け  
インフォメーション着信通知 

iモード端末向け  
インフォメーション取得 
HTTPリクエスト／レスポンス 

iモード端末向け 
お預かり同期 

スマートフォン向け 
インフォメーション着信通知 

スマートフォン向け 
インフォメーション取得 
HTTPリクエスト／レスポンス 

スマートフォン向け 
お預かり同期 

図1 サービス提供イメージ図
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配信が実現できている．対して，sp

モードではインフォメーション取得

時のHTTPリクエストに設定された

リクエストURL＊5のIPアドレス＊6

で課金が決定するため，取得する

インフォメーションの課金種別に応

じたリクエストURLを設定しなけ

ればならない．しかし，端末アプリ

ではどの課金種別のインフォメーシ

ョンがサーバに蓄積されているか判

断できないため，インフォメーショ

ン取得先のURLを決定することが

できない．そこで，SMS＊7および

HTTPレスポンスにてインフォメー

ション取得時のリクエストURLを

端末アプリに通知する仕組みを

iコンシェルサーバに実装し，spモード

における無料配信を実現した．これ

により，サービス性を損なうことな

く移行を実現することができた［2］．

� iスケジュール／トルカ自動更新

機能

本機能はユーザがお預かりセンタ

ーに同期しているiスケジュール／

トルカを自動更新し，常に最新の情

報を提供することでユーザの行動を

支援している．iモードとspモード

ではコンテンツプロバイダ（CP）が

提供するコンテンツも異なるため，

契約変更した場合，ユーザは再度コ

ンテンツをダウンロードし，お預か

りセンターに同期しなければならな

い．そこで，iモード⇔ spモードの

契約変更SO契機で同期されている

コンテンツのIDを自動変換する仕

組みを開発した．コンテンツ変換の

仕組みを図2に示す．

・CPにてspモード向けのコンテ

ンツ提供を開始し，提供コンテ

ンツをID自動変換対象とする

場合，CiRCUSへID変換設定を

行う（図2①）．

・契約変更SO時（図2②），お預

かりセンターに同期されている

コンテンツに対してID変換設

定がされている場合，IDの自

動変換を行う（図2③）．

・既存の自動更新機能にて，端末

アプリにコンテンツを同期する

（図2④）．

これにより，ユーザが使用してい

る端末に適した最新の情報を提供可

能とし，シームレスなサービス移行を
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＊5 URL：インターネット上に存在する情報
資源（文書や画像など）の場所を指し示
す記述方式．

＊6 IPアドレス：インターネットやイントラ
ネットなどのIPネットワークに接続され
たコンピュータや通信機器1台1台に割

り振られた識別番号．
＊7 SMS：主に移動端末どうしでテキストベ

ースの短い文章を送受信するサービス．
移動端末の制御用信号を送受信すること
にも用いられる．
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iモード対応端末 

トルカが更新 
された！ 

iモード向け iモード向け 

コンテンツ自動更新 

●②契約変更SO

スマートフォン端末 スマートフォン向けの 
トルカになった！ 

spモード向け ●④お預かり同期 

CiRCUS

CiRCUS

CP

CP

お預かりデータ 

お預かりデータ 

iモード向け 

iモード向け spモード向け 

データ更新 お預かり同期 Ne
w

Ne
w

●①コンテンツ 
ID変換設定 

●③コンテンツID変換 

図2 コンテンツ変換の仕組み
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実現することができるようになった．

2.2 ケータイデータお預か
りサービス

�同期プロトコル／データフォー

マット

spモード向けケータイデータお

預かりサービス（以下，spお預か

り）におけるデータ同期プロトコル

は，iモード向けケータイデータお

預かりサービス（以下，iモードお

預かり）および既存spモード電話

帳バックアップ機能と同様にOMA

（Open Mobile Alliance）＊8の標準仕

様に準拠したSyncML（Synchro-

nization Markup Language）＊9プロ

トコルを採用した．

また，データフォーマットについ

ても同様にvFormat形式＊10を採用

したことで，iモードお預かりや

spモード電話帳バックアップ機能

での開発ノウハウを継承し，早期に

かつ低コストで提供可能とした［2］．

�データ引継ぎ方式

spお預かりにおいては，お預か

りセンター上に保持されたiモード

お預かりと，spお預かりのデータ

を相互に移行（引継ぎ）する機能を

開発したことでシームレスなサー

ビス移行を実現した．このデータ移

行は，iモードお預かり⇔spお預か

りの契約変更SOを契機（エンドユ

ーザの意思確認機能有り）として実

行される．中でも電話帳データに関

しては，ｉモード端末とspモード

端末で扱う電話帳データ項目に差

異があるため，データ移行処理時に

お預かりセンター上で管理するデ

ータ項目マッピングテーブルによ

る項目変換，およびShift -JIS＊11

（iモード）からUTF-8＊12（spモード）

への文字コード変換をしている．

�データ拡張対応

spお預かりにおいては，お預か

り可能なトルカサイズがiモードの

最大100kBに対して最大500kBに拡

張された．iモードとspモード向け

トルカは共通のデータベース（DB）

で保存しており，スマートフォン端

末上のアプリケーションからトル

カデータを参照する際，大容量トル

カの大量保持ユーザに対する参照

性能が懸念された．そこで，従来は

トルカの全データをメモリ展開し

ていたが，参照するキー項目のみを

メモリ展開し，その後，該当キーか

ら必要なトルカデータをDBから取

得する方式を採用した．これにより

大容量コンテンツを扱うスマート

フォンならではの機能性を向上さ

せた．

また，spお預かりでお預かりす

るスマートフォン電話帳は，iモード

電話帳に比べ，プロパティ項目数

が多いため，電話帳データをお預か

りする際，各電話帳プロパティ項目

値＊13をコード化してお預かりセン

ターへ保存することで，必要ディス

ク容量を抑制し，低コストで提供可

能とした．電話帳データの同期およ

びスマートフォン端末上のアプリ

ケーションから電話帳データ参照

時は，コード化された値を各プロパ

ティ項目値へ逆変換することで端末

やサーバ間インタフェースへ影響が

出ないよう設計している（図3）．

3．アプリケーション
の改良

3.1 iコンシェルアプリ
iコンシェルアプリは，さまざま

なドコモのAndroidTM＊14アプリ（マ

チキャラ＊ 15，ソーシャル電話帳，

スケジュール＆メモ，トルカ，ドコ

モバックアップ，オートGPSなど）

と連携を行い，iモード端末で実施

しているiコンシェルサービスをス

マートフォン上で実現するアプリ

である．その実装において，以下の

機能を改良した．

�スマートフォンでのインフォメー

ション受信の実現

iモード端末と同じくリアルタイ

ムな情報配信サービスを実現するた

め，インフォメーションサービスで

はSMSにより更新通知を受け，イ

ンフォメーションを受信している．

また，Wi-Fi�＊16接続時には，ユー

ザ情報を用いた認証を行うことで，

Wi-Fi経由でのインフォメーション

受信も可能である．他アプリの表示

中やロック画面中にインフォメーシ

ョンを受信した場合は，通知エリア

へ表示する（図4①）．また，アプリ

アイコン上やiコンシェルTOP画面

に未読件数を表示することで，ユー

ザへ今まで以上に気付きを与えるこ

とができる（図4③～⑤）．

�スマートフォンの特性を活かし

たユーザビリティの向上

ユーザの操作性を考慮したグラフ

ィカルな表示を目指し，スマートフ

ォンの特性を活かした画面UIを実

現した．以下に特徴的な3点につい
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＊8 OMA：移動機通信向けのサービス，アプ
リケーション実現技術の標準化および相
互接続性の確保を目的とした業界標準化
団体.

＊9 SyncML：携帯端末どうしや，携帯端末
とPCなどでデータを同期するための仕様.

＊10 vFormat形式：電子名刺標準フォーマッ
トであるvCardや携帯電話のメモ帳デー
タの保存形式であるvNoteなどの総称.

＊11 Shift-JIS：日本語文字コードの１つ．
iモード端末において標準的に用いられる.

＊12 UTF-8：多言語表現可能な文字コードで

ありAndroidプラットフォーム上で用い
られる.

＊13 プロパティ項目値：“名前（N）”“電話
番号（TEL）”など，電子名刺標準フォー
マットであるvCardの構成要素.
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＊14 Android
TM：スマートフォンやタブレット

向けのオペレーティングシステム，ミド
ルウェア，主要なアプリケーションから
なるソフトウェアプラットフォーム．米
国Google, Inc.の商標または登録商標．

＊15 マチキャラ：移動端末の待受画面，メニ

ュー画面などにユーザの設定したキャラ
クターを表示させるサービス．

＊16 Wi-Fi�：Wi-Fi Allianceの登録商標.
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インフォメーション受信時 

未読インフォメーションの表示 

●①通知エリアでの表示 
●②マチキャラアプリでの表示 

●③アプリアイコン上での未読件数 
●④ iコンシェルTOP画面での未読件数 
●⑤各インフォメーションに対する未読マーク 

① 

④ 
⑤ 

③ 

② 

ホーム画面 iコンシェルTOP画面 インフォメーション一覧画面 

図4 iコンシェルアプリ概要

お預かりデータ（SyncML DB） 

※プロパティ項目値をそのまま保存 

… 
TEL:09011111111  
TEL: 
TEL: 
TEL: 
… 
EMAIL:aaa@docomo.ne.jp 
EMAIL: 
EMAIL: 
EMAIL: 
… 

電話帳データ 
書込み 

電話帳データ 
読込み 

お預かりサーバ お預かりサーバ 

電話帳データ 
書込み 

電話帳データ 
読込み 

お預かりデータ（SyncML DB） 

※プロパティ項目値をコード化して保存 

… 
11:09011111111 
12: 
13: 
14: 
… 
21:aaa@docomo.ne.jp 
22: 
23: 
24: 
… 

iモード対応端末 

iモード ケータイデータお預かり 
電話帳保存方式 

スマートフォン端末 

spモード ケータイデータお預かり 
電話帳保存方式 

… 
TEL:09011111111 
TEL: 
… 
EMAIL:aaa@docomo.ne.jp 
EMAIL: 
… 

※電話帳データ書込み／読込み時に 
　プロパティをコードへ変換する  
　（例：EMAIL⇔21） 

… 
11:09011111111 
12:  
… 
21:aaa@docomo.ne.jp  
22:  
… 

図3 電話帳プロパティコード化イメージ
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て述べる．

①マチキャラアプリのウィジェッ

ト＊17化

iコンシェルアプリを起動し

なくても，インフォメーション

の詳細情報を確認できるよう

に，マチキャラアプリは

Androidのウィジェット方式を

採用した．その結果，ホーム画

面上でマチキャラおよびポップ

アップを表示する領域を確保

し，他のアイコンなどの背面へ

キャラクターが隠れず常に表示

されることを可能とした（図4

②）．

②インフォメーション詳細画面の

アプリ化

iモード端末では，各インフ

ォメーションの詳細情報画面以

降はブラウザで表示をしていた

が，詳細情報を示すまでの画面

とUIが統一されていないとい

う課題があった．そのため，イ

ンフォメーションの詳細情報を

表示するiコンシェルコンテン

ツアプリを開発することで，こ

の課題を解決し，各インフォメ

ーションからの詳細情報表示を

実現した．また，iコンシェル

アプリと別アプリにしたこと

で，短期間での開発も可能とし

た．

③設定画面のアプリ化

iモード端末では，iコンシェ

ルサービスに関する設定もブラ

ウザで表示していたが，設定を

行うたびにブラウザを起動する

煩わしさをなくすため， iコン

シェルアプリで設定画面のUI

を実現する仕組みを開発した．

具体的には，サーバから現在の

設定情報を取得し，iコンシェ

ルアプリから設定情報の変更，

更新を行う．なお，iコンシェ

ルアプリの画面イメージは

HTMLで記述することにより，

他の設定画面でも同じ画面イメ

ージを流用することが可能であ

る．

3.2 スケジュール＆メモ
アプリケーション

スマートフォンでiコンシェルサ

ービスを実現するために，ユーザの

行動支援を行う機能や，iコンシェ

ルサービス契約ユーザが取得可能

な情報を表示する機能を有する，ス

ケジュール＆メモアプリケーショ

ン（以下，スケジュール＆メモ）を

開発した．

�標準カレンダーアプリケーション

からのデータ拡張

標準カレンダーアプリケーション

のデータ拡張イメージを図5に示

す．Android プラットフォームでは，

スケジュールデータを扱うアプリケ

ーションとして，標準カレンダーア

プリケーション（以下，標準カレン

ダー）が提供されており，データは

GoogleTM＊18のサーバと同期が可能で

ある．一方，iコンシェルサービス

を実現するためには，iスケジュー

ル（映画やスポーツの試合日程やア

ーティストの活動予定など，複数の

予定を紐付けて管理するデータ形

式）用のプロパティや，生活に役立

つ情報をサーバにて追記するための

プロパティなど，標準カレンダーに

は具備されていないiモード独自の

プロパティに対応する必要がある．

そこでスケジュール＆メモにおいて

は，標準カレンダーのDBのほかに

30

＊17 ウィジェット：PCのデスクトップ画面
やスマートフォンのホーム画面上の任意
の場所に表示させ，特定のランタイム環
境で実行されるシンプルな機能のアプリ
ケーションソフトの総称．「ガジェット」
「デスクトップツール」とも呼ばれる．

＊18 GoogleTM：米国Google, Inc.の商標また
は登録商標．
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アプリケーション層 

標準カレンダー スケジュール＆メモ 

アプリケーション 
フレームワーク層 

ContentProvider ContentProvider

ファイルシステム 
標準DB

標準プロパティ 

標準プロパティ 

リンク 

リンク 

拡張DB

独自プロパティ 

独自プロパティ 

図5 標準カレンダーアプリケーションのデータ拡張イメージ
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拡張DBをアプリケーション内に用

意し，iスケジュールのデータや独

自のプロパティを拡張DBに格納す

ることとした．なお，拡張DBへの

アクセスは，iスケジュールデータ

のコンテンツ保護の観点などから制

限をかけている．

2 種類の DB を扱うことで，

Googleサーバと同期可能なデータ，

お預かりセンターと同期可能なデー

タ，双方のデータを扱うことができ

る．データの参照，更新時における

DB間の整合性は，拡張DBに各デ

ータの標準カレンダーのDBとのリ

ンク情報を保持することで実現して

いる．

また拡張DBを用意したことによ

り，標準カレンダーのDBでは登録

必須とされている開始日時の値をも

たない，ToDoデータやテキストメ

モデータなどもスケジュール＆メモ

で取り扱うことを可能にしている．

この対応により，独自の標準カレン

ダー改変が不要なため，OSバージ

ョンアップによるスケジュール＆メ

モの改修軽減を実現している．

�Android プラットフォームの特

性を活かしたiモード機能の移行

①他アプリケーションの保持す

るデータの活用

利用者が電話帳データに誕

生日を登録した際，電話帳アプ

リケーションから更新通知を

受け取り，電話帳DBと連携す

ることにより，スケジュール＆

メモのカレンダーに自動的に

誕生日の表示を行い，さらに誕

生日表示からの電話発信やメ

ール送信を行うことを可能に

している．また，iコンシェル

アプリケーションがサーバよ

り取得し，保持する週間天気予

報についても，カレンダー上に

表示することを可能にしてい

る．

②他アプリケーションからの連携

spモードメールやギャラリ

ーから外部アプリに対してデ

ータを共有するインタフェー

スを用いて，メールの題名や本

文をスケジュール＆メモのタ

イトル欄や詳細欄に自動設定

すること，およびギャラリーで

扱う画像データをスケジュー

ル＆メモの添付ファイルに自

動設定することにより，簡易に

スケジュール＆メモデータを

作成することを可能にした．

③ウィジェットの活用

月表示や日表示のカレンダ

ー表示や，簡易なUIでメモ作

成が可能な機能をウィジェッ

トとして提供することにより，

スケジュール＆メモの利用導

線を強化した．

このように，Android プラットフ

ォームの特性を活かしながら，フィ

ーチャーフォンからの移行用に拡

張することにより，スマートフォン

でも快適にiコンシェルサービスを

利用できるスケジュール＆メモを

実現した．

3.3 ドコモバックアップ
アプリ

スマートフォン上でのｉコンシ

ェル／ケータイデータお預かりサ

ービスにおいて，お預かりセンター

とのデータの送受・お預かりを担

当する端末側アプリが「ドコモバッ

クアップアプリ」（以下，バックア

ップアプリ）である．

バックアップアプリは，ｉモード端末

における「ケータイデータお預かり

サービス」と，スマートフォン・

spモードにてすでにサービス提供

中の「電話帳バックアップサービ

ス」の双方を取り込んだうえで，ス

マートフォン上で最適なiコンシェ

ル／ケータイデータお預かりサー

ビスを提供するにあたり，以下の点

を実装している．

�メニュー画面の出し分け

ドコモがすでにサービスを開始し

ている「電話帳バックアップサービ

ス」と「ケータイデータお預かりサ

ービス」は，それぞれのサービスで

利用する同期プロトコルの種類やア

プリケーションのメニュー構成が異

なる．

電話帳バックアップサービスで

は，SyncMLプロトコルのうち，片

方向のデータ同期を実施するOne-

way syncを基本としている．このた

め，電話帳バックアップアプリのメ

ニュー画面上では，データ送受信の

方向性が明確な「バックアップ（端

末→お預かりセンター）」と「リス

トア（お預かりセンター→端末）」

が分けられたメニュー構成となって

いる．
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一方，ケータイデータお預かりサ

ービスにおいては，ｉコンシェルに

おけるデータ追記などを実施するた

め，双方向のデータ同期を実施する

Two-way syncを基本としている．し

たがって，メニュー画面ではデータ

送受信の方向性を意識する必要がな

いため，「センターと同期」という1

つのメニューのみが表示される構成

となっている．

今回提供するバックアップアプリ

では，1つのアプリで双方のメニュ

ーを実現し，ユーザの契約状態に応

じて図6のようにメニューの出し分

けを行うようにしている．

ｉコンシェル／ケータイデータお

預かりサービスを契約しているユー

ザ向けには，ｉモード端末と同様

に，Two-way syncを前提としたメニ

ュー（「センターと同期」）を表示

し，未契約ユーザに対しては，従来

の電話帳バックアップ同様のOne-

way syncのメニュー（「バックアッ

プ」「リストア」の2つのメニュー）

を表示し，ユーザに違和感のないよ

うにしている．

メニュー画面出し分けの実現方法

としては，お預かりセンター側の契

約状態を正として，バックアップア

プリ起動時および同期開始時に，

JSON（JavaScript Object Notation）＊19

API（Application Program Inter-

face）＊20を用いてお預かりセンター

に確認することで，適切なメニュー

画面を表示するようにしている．ま

た，お預かりセンター側の契約状態

反映にタイムラグが生じた場合を考

慮し，同期開始後においても，

SyncMLプロトコルによるお預かり

センターとの通信時に，EM I

（Experimental Meta Info）＊21を利用

して，適切に補正ができるよう実装

している．

�他アプリとの連携

iコンシェルにおいては，電話帳

データ以外にも，スケジュール／メ

モ，トルカの各データをお預かりセ

ンター（サーバ）と同期すること

で，データの追加や最新化のサービ

スを実施している．Android端末に

おいては，Android標準のアプリ連

携機能であるIntent＊22や，データア

クセスの手段である Con t e n t -

Provider＊23を用いることで，ソーシ

ャル電話帳，スケジュール／メモ，

トルカの各アプリとお預かりセン

ター間の同期を，バックアップアプ

リを介して実現している．

�ｉコンシェル関連データ以外の

ダウンロード機能の実現

ｉコンシェル機能にかかわる電

話帳，スケジュール／メモ，トルカ

以外のデータ種別においては，静止

画・動画，メール，テキストメモ，

ToDoの各データについて，ｉモード

端末で預けられたデータのスマー

トフォンでの利用を想定した復元

機能を実現している．

いずれのデータも，SyncMLプロ

トコルは利用せず，HTTPダウンロ

ードを利用し，ContentProviderを

用いて，静止画・動画はSDカード

の所定のフォルダへ，メールデータ

はspモードメールアプリのDBへ，

テキストメモ，ToDoの各データは，

スケジュール／メモ形式に変換の

うえスケジュール／メモアプリの

DBに保存される．

4．あとがき
spモードにてiコンシェル／ケー

32

＊19 JSON：JavaScriptのオブジェクト記述
を基づくデータ記述言語．

＊20 API：アプリケーションプログラムに対し
て機能を提供するインタフェース．開発
者は制御ロジックとAPIコールを組み合わ
せてプログラムを開発する．

＊21 EMI：SyncMLプロトコル上で送受され
る付加情報．
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iコンシェル／お預かり 
未契約者向けメニュー 

iコンシェル／お預かり 
契約者向けメニュー 

電話帳バックアップサービ
ス同様，データを送受信す
る方向に応じて，「バック
アップ」「リストア」の2
つのメニューが準備される． 

iモード向けケータイデータお
預かりサービス同様，データ
の送受信方向にかかわらず，
「センターと同期」の1つの
メニューとなっている． 

図6 バックアップアプリのトップメニュー
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タイデータお預かりサービスを開始

する仕組みとアプリ搭載機能につい

て解説した．iモードからのサービ

スを継続して利用可能とすること

で，ユーザのスマートフォンへの移

行を促進し，スマートフォン市場に

おけるドコモサービスの価値を高め

ることが可能となった．

今後もスマートフォンならではの

機能拡充や新規サービスを展開して

いくことで，ユーザ1人ひとりのラ

イフスタイルに応じた生活・行動支

援サービスを充実させ，ドコモとし

て，より豊かなスマートライフの提

供をめざす．
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